
室内機用耐震吊架台TM型室内機用耐震吊架台TM型
（ユニカセ）（ユニカセ）

天井面より空調機などの室内機の吊支持を行う場合に使用する鋼材製のユニット架台です

ユニット架台を 1段 ・ 2 段 ・ 3 段と組み合わせることにより、 必要な高さに対応できます。

耐震計算済のユニット架台のため一から形状を設計する必要がありません。

吊高さや設置階、 耐震クラスをご指定いただくだけで対応する鋼製架台フレームを選定します。

特許出願中

耐震クラス

S・A・B対応品

規格サイズ品

環境対応塗料品
鉛・クロムフリー

（錆止めグレー塗装）

吊長さ最大4.4ｍまで対応 !!

梁などを回避した設置が可能 !!

『建築設備耐震設計 ・施工指針 2014 年版』 耐震支持　対応品



商品仕様

吊ボルト支持材 (D材 )
※最下段のみ

設備取付孔

φｄ

アンカー孔
フレーム接続孔

1200

1100 以下

1
2
0
0

9
5
0
以
下

吊ボルト支持材 (D材 )
※最下段のみ

マルイガセットプレート

1
0
0
0

横材

柱材

フレーム
型式

アングル
サイズ

アンカー
ボルト径 φｄ

マルイガセット
プレート型式

6506（A材 )

5006（B材 )

5004（C材 )

6×65

6×50

4×50

M16

M12

M12

22

18

18

L65-165（t6.0)

L50-150（t6.0)

L50-150（t6.0)

部材型式 アングルサイズ 適合吊ボルト径
吊ボルト支持材（D材 ) 4×50 W3/8・W1/2

※設備取付孔は【孔無・11×50 長孔・14×50 長孔】で選択いただけます。

型式

Ｃ1
Ｃ2
Ｂ2
Ｃ3
Ｂ3
Ａ3

型式コード 段数

1 段
2 段
2段
3段
3段
3段

H

1,000
2,000
2,000
3,000
3,000
3,000

適合吊長さ

1,000 ～ 2,400
2,000 ～ 3,400
2,000 ～ 3,400
3,000 ～ 4,400
3,000 ～ 4,400
3,000 ～ 4,400

合計重量 (kg)

49
91
103
133
145
172

許容荷重

kN(kgf)

フレーム

組合せ

4.90
(50)

★ご注文品番＝M-21AB 型式コード

C+D
C+C+D
B+C+D
C+C+C+D
B+C+C+D
A+B+C+D

00010
00020
00030
00040
00050
00060

1100×950 以下

1100×950 以下

1 段：1ｍ
C1

2 段：2ｍ
C2
B2

3 段：3m
C3
B3
A3

・吊ボルトの吊長さは室内架台の下端から最長 1.4mとしてください。
・吊ボルトの固定部に外径φ30、板厚 3.0 以上の座金を使用し、ダブルナットで固定してください。

柱材
横材
マルイ
ガセットプレート
六角ボルト
六角ナット
座金

4本
4本

8枚

24 本 (28 本 )
48 個 (56 個 )
48 枚 (56 枚 )

1フレーム部材一覧(A材、B材、C材) D 材　部材一覧

※（　）内はフレーム接続がある場合

吊ボルト支持材
六角ボルト
六角ナット
座金

2本
4本
8個
8枚

※特殊寸法での製作をご希望の場合は最寄りの営業所までお問い合わせください。

H

H

H

参考指針
建築設備耐震設計・施工指針における実務上のポイント /
建築設備耐震設計・施工指針 2014 版 Q＆A集では吊高さが 2ｍ、3ｍなどとなった場合は
「一例として、鋼製吊り架台を設置して実質的吊り元高さを低くする方法がある」
と明記されています。

45°
±
15°

1100×950 以下
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室内機架台依頼シート

検討書作成例

依頼シートについては、 最寄りの営業所までお問い合わせください。

お客様情報入力

建物条件、 設置条件入力

耐震クラス入力

S ・ A ・ B

必要段数、 必要箇所数入力

オプション部材の要否入力
卍 （マンジ） ロック LX セット ・ 全ネジボルト ・ ビッグワン BG

設備取付孔位置の指定入力 （孔加工有の場合）

必要に応じて耐震検討書の提出も可能です。

検討書は建築設備耐震設計・施工指針　2014 年（日本建築センター）に準拠しています。

設備取付孔をご指定頂いた場合、
指定位置を中心に 50mmの長孔で加工します。

長孔
W3/8:11×50
W1/2:14×50

長孔 14×50

( 指定 ) ( 指定 )

(指
定
)

(指
定
)

設備取付孔ピッチ ( 指定 )

設
備
取
付
孔
ピ
ッ
チ
(指
定
)

アンカー孔
フレーム接合孔

12
00
(ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
間
)

1200( アンカーボルト間 )

ｂ）

※荷重詳細は、7.応力計算-節点荷重を参照

 … ピン

 … 荷重点

 … 支点

モデル化図
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ｅ） 設計用標準震度及びその他荷重

： 建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）日本建築センター

：

：

： （ 3 階 ; 階 ）

： （ ）

：

設計用標準震度ＫS 　 　 　 　

ｆ） 本検討書の検討部位

2 . 使用材料

Ｆ＝

3 . 許容応力度 (N/mm
2
) 建築基準法施行令第90条・平成12年建設省告示2464号・平成13年建設省告示1024号

・

4 . 検討結果 検定値 ＜ 1.0 となり問題ありません。 検定値＝σ(部材応力度)/ｆ(許容応力度)

× × ＜ ＯＫ

× × ＜ ＯＫ

× × ＜ ＯＫ

× × ＜ ＯＫ

＜ ＯＫ

＜ ＯＫ

詳細は6．架台計算を参照して下さい。

5 . その他

地階および１階

；防振支持

235

S10T

18 N/mm
2

板厚

鋼材の（長　期）許容応力度

　

せん断

建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）

fb

1.0

t

記号・基準強度

基準強度

ft

曲げ

●

強度式

取付部コンクリート強度

採用 材　質
fs

Ｓ

全階数

4

4 0.707 1.0

0.67765

 0.707

 

50

1.0

上層階 天井,位置

SS400

　

曲げ面外引張

あと施工アンカー金属系

鋼ボルト

16

1/163

設置
場所

下記表による

機器設置場所
設備機器の耐震クラス

2.0

1.5

耐震クラスＳ

中間階

無

耐震クラスＡ

屋内

機器設置場所

1.0

0.6

耐震クラスＢ

1.5

なし

Ｃ部材  

 

使　用　材　料 （短　期）

室内機からの力を十分支持できる、天井スラブとする。

鋼ボルト

種　　類

ベースプレート

採用種　別

N/mm
2

SS400

ビッグワン BGタイプ 二重ナット締め

SS400電気亜鉛メッキ

上層階、屋上および搭屋

断面積は有効断面積とする

アンカーボルト

記号・区分

1.0

2.0

準 拠 図 書

耐 震 ク ラ ス

0.4

あと施工アンカー金属系

SS400鋼　材

ボルト ●

地 域 係 数

設計用標準震度

その他荷重条件

とする

●

種　別

●

　

採用

●

種　　類 種　　類

1.0

耐震架台取付部アンカーボルト

　

0.61.0

採用

 

SS400

高力ボルト

山形鋼

SS400 ≦40

耐震架台接合部ボルト室内機耐震架台

●

溝形鋼

4.6

●

●

　

ガセットプレート SS400SS400

地上3設置階

記号・等級

リブプレート

Ｈ形鋼

●

Ｄ部材

SUS304

L -

L -

L -

Ａ部材

Ｂ部材

L -

50

65

種　　　　　　別

山形

山形

山形

90.5

136.7　

6

ボルト

アンカーボルト

136.7

鋼　材

変形角

≦40 157.7

50

6

Ｍ

Ｍ

205

156.7

0.410

78.9

235

1.00.551

fb1

180.8

検定値

1.0

判　定

各許容応力度
は長期の1.5倍156.7

ボルト、あと施工アンカー金属系の耐力は検討書内にて計算する。

Ｆ

接合部①

取付部①

10

50

50

0.656

　本検討書は室内機からの力に対して、天井スラブの安全性の検討は行っていないため、
別途確認が必要となります。

1.0

山形

50
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6 . 架台計算

6 . 1 概略図

, 鋼材ボルト穴径 隅肉溶接のサイズ 単位(mm)

, Ａx,Ａy,Ａz ; × × ｔ 4 5 6 7 8 9 10 11 12

, Ｂx,Ｂy,Ｂz ; × × ｓ 3 4 5 5 6 7 8 8 9

Ｃx,Ｃy,Ｃz ; × ×

Ｄ ; × ×

6  

あと施工アンカー金属系取付位置

 山形 L - 50 50 4

山形 50 50 4  L -

ボルト径＋２ｍｍ

ボルト径＋２ｍｍ

室内機取付位置

鋼ボルト

部材の接合位置

ボルト径＋１ｍｍ

高力ボルト

山形

部材リスト

山形 L - 65 65

L - 50 50 6  サイズ

アンカーボルト

板 厚

Ｘ

Ｙ

a-a'伏図

Ｘ

Ｚ

正面図 側面図

b-b'伏図

c-c'伏図
Ｙ

Ｚ

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

Ｘ

Ｙ

d-d'伏図
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No.

工事名

宛先名

※　採用に際しては、設計者・工事監理者・施工管理者が本検討書の検討条件・検討内容・検討

　　結果について、ご確認及びご承認をお願い致します。

※　本検討書は、弊社（丸井産業株式会社）の管理のもとで製作及び納入された製品を対象とし

　　ておりますので、弊社にて製作、納入を行わない場合での本検討書の転用を禁止とします。

X56666 - 1

丸井産業株式会社 一級建築士事務所

(MRT)

承認

2024 年 6 月 4 日

（　架台3ｍ×吊ボルト1.4ｍ　）

（　Ｋｓ＝2.0　）

〇〇新築工事

株式会社 〇〇

室内機架台耐震支持検討書

作成 営業担当

福迫 森田 -

設備取付孔位置の指定 納入形態

オプション部材

L

W3/8・W1/2 L=1m・1.5m・2m W3/8・W1/2

全ネジボルト
座金
六角ナット

卍（マンジ）ロック
LXセット

ビッグワン BG

室内機用耐震吊架台TM型
「ユニカセ」依頼シート

- -

×

見積架台台数

＋ ｍ ＝ ｍ × ヶ所

オプション要否チェック

全ﾈｼﾞ取付金物【卍ﾛｯｸ(M-52DG)】

吊ﾎﾞﾙﾄ　 【全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄ(M-23B1)】
※ 付属品：ナットｘ32・座金ｘ16

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 【ﾋﾞｯｸﾞﾜﾝBG(M-51PB)】

設備ボルト位置指定図（伏図） 架台形状図（軸組図）

１段 ２段 ３段

( ) ～ ( ) 階

( ) ～ ( ) 階

( ) ～ ( ) 階

ver.1.21c

設備ボルト径 W3/8

2.0 1.5 1.0

1.5 1.0

上層階・塔屋

中間階

4吊長さ

設備機器の設計用標準震度（Ｋｓ）

耐震クラス

Ｓ Ａ Ｂ

1

地階

設置場所

4

0.6

0.6 0.4

700

3段（3.0ｍ）

1200(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ間)

1
2
0
0
(
ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
間
)

現場住所

御担当者様 御連絡先 000〇〇

〇〇〇〇 室名・系統名

耐震クラス

全ネジ 1.200 4.200

指定あり

備　　考

全 階 数

設備ボルト間隔

※設備取付位置が架台中心でない場合は、「設備ボルト位置」の緑色の数値を変更してください。

mm mm700 800設備取付孔

〇〇

0000 0000

＠300 mm

階地上 5 地下 2 地上 5

A 設計用標準震度 リブ間隔

階 ,

デッキ取付位置1.5

階 設 置 階

JOB № 工 事 名

記 入 日 20 25 年 月〇

20 25 年 〇 月希望納品日

0000000 〇〇〇〇新築工事

〇 日

〇 日
2
0
0

2
0
0

8
0
0

250 250

5

地下2地下1

3

1.0

※全ネジボルトの吊長さは架台下端から最長1.4ｍです。
※デッキに取り付ける際は必ず山部に取り付けてください。

1.2m×1.2m

3
.0
m

0
～

1
.
4
m

吊
長

さ

1.2m×1.2m

2
.
0
m

0
～

1
.
4
m

吊
長

さ

1.2m×1.2m

1
.
0
m

0～
1
.
4m吊

長
さ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ (ｵﾌﾟｼｮﾝ)

吊ﾎﾞﾙﾄ・取付金物
(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

※設備取付孔をご指定いただいた場合、
指定位置を中心に50mmの長孔で加工します。

長孔(50mm)

長孔(50mm)
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札　幌　011 786 0101
旭　川　050 3151 0101
千　歳　050 3174 0101
函　館　050 3144 0101
青　森　017 753 0101
秋　田　018 863 0101
山　形　023 624 0101
盛　岡　050 3132 0101
仙　台　022 788 0101
仙台北　050 3102 0101
福　島　024 545 0101
郡　山　024 961 0101
栃　木　028 656 0101
新　潟　025 286 0101
長　岡　0258 21 0101
群　馬　027 346 0101
水　戸　029 248 0101
茨　城　0298 24 0101
埼　玉　048 685 0101

西埼玉　049 262 0101
熊　谷　050 3116 0101
千　葉　043 232 0101
成　田　050 3110 0101
船　橋　047 431 0101
　柏　　050 3172 0101
君　津　0439 55 0101
東　京　03 5626 0101
南東京　03 3799 0101
西東京　03 3301 0101
北東京　03 5647 0101
八王子　042 646 0101
多　摩　042 369 0101
横　浜　045 474 0101
南横浜　045 813 0101
厚　木　046 228 0101
川　崎　044 799 0101
山　梨　055 275 0101
長　野　026 259 0101

松　本　050 3135 0101
静　岡　054 283 0101
沼　津　050 3145 0101
浜　松　053 464 0101
名古屋　052 712 0101
南名古屋　052 770 0101
小　牧　0568 73 0101
三　河　0566 77 0101
豊　橋　050 3092 0101
岐　阜　058 246 0101
三　重　059 226 0101
四日市　050 3093 0101
富　山　076 422 0101
金　沢　076 260 0101
福　井　0776 23 0101
滋　賀　077 582 0101
敦　賀　050 3096 0101
京　都　075 778 0101
福知山　050 3106 0101

大　阪　06 4394 0101
大阪彩都　072 647 0101
大阪北　072 820 0101
大阪東　072 962 0101
大阪南　072 250 0101
池　田　072 777 0101
阪　和　073 477 0101
南　紀　050 3127 0101
奈　良　0744 32 0101
神　戸　078 578 0101
姫　路　079 235 0101
岡　山　086 243 0101
南日本海　0859 35 0101
出　雲　050 3177 0101
福　山　084 926 0101
広　島　082 501 0101
山口東　0834 25 0101
山口西　083 283 0101
高　松　087 886 0101

徳　島　088 625 0101
松　山　089 952 0101
高　知　088 866 0101
北九州　093 603 0101
福　岡　092 474 0101
佐　賀　0952 26 0101
佐世保　0956 34 0101
長　崎　095 848 0101
大　分　097 556 0101
熊　本　096 389 0101
八　代　050 3114 0101
宮　崎　0985 51 0101
都　城　050 3154 0101
鹿児島　099 253 0101
沖　縄　098 954 0101
宜野湾　098 898 0101
石　垣　ご連絡は沖縄まで

札　幌　011 783 0101
旭　川　050 3152 0101
千　歳　050 3114 0300
函　館　050 3149 0101
青　森　017 728 0101
秋　田　018 864 0101
山　形　023 625 0101
盛　岡　050 3134 0101
仙　台　022 782 0101
仙台北　050 3098 0300
福　島　024 546 0101
郡　山　024 941 0101
栃　木　028 664 0101
新　潟　025 287 0101
長　岡　0258 46 0101
群　馬　027 377 1000
水　戸　029 247 0101
茨　城　0298 26 0101
埼　玉　048 687 0101

西埼玉　049 264 0101
熊　谷　050 3164 0101
千　葉　043 234 0101
成　田　050 3110 0300
船　橋　047 495 0101
　柏　　050 3107 0300
君　津　0439 54 0101
東　京　03 5628 0101
南東京　03 3790 0101
西東京　03 5382 0101
北東京　03 5838 0101
八王子　042 697 0101
多　摩　042 362 0101
横　浜　045 476 0101
南横浜　045 814 0101
厚　木　046 229 0101
川　崎　044 754 0101
山　梨　055 251 0101
長　野　026 235 0101

松　本　050 3138 0101
静　岡　054 288 0101
沼　津　050 3173 0101
浜　松　053 466 0101
名古屋　052 711 0101
南名古屋　052 747 0101
小　牧　0568 72 0101
三　河　0566 72 0101
豊　橋　050 3120 0300
岐　阜　058 247 0101
三　重　059 227 0101
四日市　050 3121 0300
富　山　076 493 0101
金　沢　076 263 0101
福　井　0776 26 0101
滋　賀　077 583 0101
敦　賀　050 3123 0300
京　都　075 777 0101
福知山　050 3099 0300

大　阪　06 6554 0101
大阪彩都　072 853 0101
大阪北　072 824 0101
大阪東　072 911 1000
大阪南　072 258 0101
池　田　072 770 0101
阪　和　073 475 0101
南　紀　050 3127 0300
奈　良　0744 33 0101
神　戸　078 512 0101
姫　路　079 234 0101
岡　山　086 245 0101
南日本海　0859 23 0101
出　雲　050 3117 0300
福　山　084 928 0101
広　島　082 279 0101
山口東　0834 26 0101
山口西　083 255 0101
高　松　087 805 0300

徳　島　088 655 0101
松　山　089 965 0101
高　知　088 861 0101
北九州　093 602 0101
福　岡　092 483 0101
佐　賀　0952 65 0101
佐世保　0956 55 0300
長　崎　095 843 0101
大　分　097 553 0101
熊　本　096 349 0101
八　代　050 3100 0300
宮　崎　0985 50 0101
都　城　050 3158 0101
鹿児島　099 286 0101
沖　縄　098 969 0101
宜野湾　098 890 0101
石　垣　ご連絡は沖縄まで


